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について

む
（
ー
の
く
に
こ
お
り
お
う
し
ょ
う
か
い
ど
う

叩
州
街
道
は
陸
奥
国
桑
折
で
奥
州
街
道
か
ら
分
か
れ

し
も
忠
、
3

ゥ
く

山
中
七
つ
の
宿
（
宮
城
県
七
ケ
宿
町
）
を
経
て
、
当
時
難

で
わ
の
く

9

所
で
知
ら
れ
た
金
山
峠
を
越
え
る
と
出
羽
国
に
入
る
。

江
戸
時
代
初
期
ま
で
の
金
山
峠
は
道
輻
も
狭
｀
，
＼
足
場
も

．

か

ご

さ

ん

き

，

ん

こ

う

た

い

悪
か
っ
た
た
め
、
馬
や
駕
籠
を
利
用
す
る
参
勤
交
代
の
行

列
の
通
行
に
は
適
さ
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
明
暦
二
年
（
一

か

み

の

や

ま

と

さ

よ

り

ゆ

苫

六
五
六
）
、
上
山
藩
主
土
岐
頼
行
に
よ
り
大
改
修
が
行
わ

れ
る
と
金
山
峠
を
通
る
大
名
も
年
々
増
え
、
庄
内
藩
主
涵

井
氏
や
秋
田
藩
主
佐
竹
氏
な
ど
日
本
海
側
諸
大
名
の
参
勤

交
代
路
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

峠
の
北
の
上
り
口
に
位
置
す
る
金
山
郷
は
r

出
羽
国
南

げ

し

ゅ

・

ヽ

あ

い

し

ゆ

く

端
の
宿
場
楢
下
宿
と
陸
奥
国
湯
の
原
宿
の
間
の
宿
と
し
て

い
を
み
せ
、

の
旅
人
の
交
通
路
と
し
て
露
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
と
い
う
3

し
か
し
r

明
治
に
な
っ
て
新
道
か
作
ら
れ
鉄
道
が
で
き

る
と
r

旧
来
の
峠
道
は
行
き
交
う
人
々
も
な
く
急
激
に
す

た
れ
て
い
っ
た
。
道
形
は
草
木
に
筏
わ
九
、
わ
ず
か
に
残

る
石
碑
や
石
垣
、
石
畳
が
か
つ
て
の
姿
を
伝
え
る
の
み
で

あ
っ
た
が
、
近
年
自
然
歩
道
と
し
て
峠
道
か
整
備
さ
れ
、

し

0

清
々
し
い
川
音
と
莫
し
い
木
立
の
中
、
往
事
の
風
情
を
偲

び
な
が
ら
散
策
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
山
形
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課
主
事
庄
司
壮
哉
）

巻
頭
言

8
教
員
の
資
質
向
上
策
の
理
想
と
現
実

教
蓑
審
答
申
を
と
り
ま
と
め
て
ー
，
—
,
＇
，
蓮
見
音
彦

言
記
新
た
な
時
代
に
向
け
た

教
員
養
成
の
在
り
方
に
つ
い
て

（
出
塁
き
平
出
彦
仁
／
杉
田
豊
／
石
橋
昭
，
畏
澤
房
枝
／
上
西
昌
男
，
．
9

祠
き
尾
山
員
之
助

跡

解

説

20
教

育

職

員

養

成

審

議

会

の

各

答

申

の

概

要

教

育

助

成

局

教

職

員

課

軌の

讐

24
修
士
課
程
を
活
用
し
た
現
職
敦
員
研
修
の
在
り
方
に
つ
い
て

間

＂

六

川

英

樹

年3

2

8

敦
員
採
用
に
お
け
る
「
養
成
」
の
視
点
と
学
絞
革
盤
型
敦
員
研
鰺
の
横
築

W
H

教
育
委
員
会
へ
の
期
待
ー
—
I

—
|
|
'
＇
，

I
|
9
_

葉
養
正
明

譜審
ェ
ッ
セ
イ
望
な
ん
で
も
あ
り
の
時
代
だ
か
ら
ー
小
山
内
美
江
子

成養
事
例
紹
介
①

34
学

校

不

適

応

の

子

と

も

と

出

会

う

一

塁

京

学

芸

大

学

事
例
紹
介
②

37
社

会

人

に

対

す

る

特

別

選

考

制

度

に

つ

い

て

香

川

票

教

育

委

員

会

員職育
事
例
紹
介
③

40
千

葉

県

に

お

け

る

企

業

等

派

遣

研

修

の

概

要

千

葉

県

教

育

委

員

会

教鬱
解

説

43
大

学

院

修

学

休

業

制

度

に

つ

い

て

＇

ー

教

育

助

成

局

教

職

員

課

特
別
記
こ
歴
史
的
集
落
磐
町
並
み
の
保
存
と
ま
ち
づ
く
り

伝
建
制
度
発
足
二
五
周
年
を
迎
え
て

論
文

47
環

境

文

化

財

と

し

て

の

町

並

み

の

保

全

木

原

啓

吉

事
例
紹
介
①

50
宿
場
町
鬱
長
野
県
南
＊
曾
町
妻
籠
宿
の
事
例
1

畏
野
嗅
南
木
曾
町

事
例
紹
介
②

52
商

家

町

魯

岡

山

県

倉

敷

市

倉

敷

川

畔

の

事

例

岡

山

県

倉

敷

市

教

育

委

員

会

事
例
紹
介
⑧

54
武

家

町

鬱

山

口

県

萩

市

堀

内

地

区

の

事

例

山

口

県

萩

市

教

育

委

員

会

解
説

5
6
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
二
五
年
の
歴
史
に
つ
い
て

化
庁
文
化
財
保
護
部
建
造
物
課

72
め
ざ
せ
シ
ド
ニ
ー
五
輪

卓
球

70
レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ
ー
・

国
立
磐
梯
青
年
の
家

表

3
文
化
財
紹
介

上
序
の
舞
（
上
村
訟
園
葦
）

1
記
念
館
め
ぐ
り
睾
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て

ー
北
九
州
市
立
松
本
消
張
記
念
館

（
福
岡
県
）

4
こ
の
道
を
行
く
羽
州
街
道
1
金
山
峠
越

表

2
誌
上
展
示
室

ス
ト
ー
リ
ー
ボ
ー
ド

6
私
と
教
育
、
私
と
し
つ
け
！
白
井
貴
子

5
8焦点
ー
文
教
施
策
~

64
中
教
審
ニ
ュ
ー
『
＾

68
都
道
府
県
発

翌
玖
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

福
島
県
、
岐
阜
県
関
ケ
原
町
、

京
都
府
、
長
崎
県

7
4
全
国
子
ど
も
プ
ラ
ン

衛
星
通
信
利
用
に
よ
る

r子
ど
も
放
送
局
」

76
総
合
的
な
学
習
の
時
間

愛
知
県
岡
崎
市
立
井
田
小
学
校

78
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

80
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

京
都
府
美
山
町
立

学
校
給
食
共
同
調
理
所

82
マ
ン
ガ
で
見
る
教
育
の
情
報
化

83
鑑
賞
席

84
編
集
後
記

整備された不道と鬱菅と茂る木々。その趣は＂羽州路雛所＇を初彿とさせる
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特別記事魯歴史的集落•町並みの保存とまちづくり⑮伝建制度発足25周年を迎えて

国
各
地
に
存
在
し
て
い
る
歴
史
的
町
並
み
を
保
存
・

全
再
生
す
る
た
め
に
文
化
財
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、
「
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
の
制
度
が
新
設
さ
れ
た
の
は
一

九
七
五
年
（
昭
和
五

0
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
は

や
く
も
二
五
年
の
歳
月
ぶ
た
っ
た
。
国
に
よ
っ
て
保
存
地
区

に
選
定
さ
れ
て
い
る
地
域
は
今
や
三
三
道
府
県
、
五

0
市
町

村
、
計
五
五
か
所
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
の
一
層
の

発
展
を
図
る
た
め
に
、
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
、
ま
ず
原
点
に

立
ち
返
り
r

文
化
財
保
護
法
改
正
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
•
あ
わ
せ
て
現
在
、
同
制
度
の
直
面
し
て
い
る
問

題
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

上
5
改
正
の
第
一
の
意
義
は
「
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

：
可
喝
区
」
が
新
殷
さ
れ
、
文
化
財
の
概
念
が
拡
大
さ
れ
た

きはら。けいきち 鹿児島市生まれ。朝日新聞

綱集委員（環境問題担当）、千葉大学教授を経て

現職。千葉大学名誉教授、文化財保護審議会専

門委員、中央環境審議会委員、社団法人日本ナ

ンョナル・トラスト協会副会長。著誉に門歴史

的環境」（岩波番店）、「暮らしの環境を守る＾1（朝

日新聞社）、『ナショナ）レ，トラスト』（三省堂）
ゃ、y
’よ← o 

江
戸
川
大
学
社
会
学
部
環
境
情
報
学
科
教
授

一
木
原
啓
吉

化
財
と

て

町
並
み

並

伝
建
制
度
発
足
二
五
周
年
を
辺
え

魯

と
ま
ち
づ
く
り

ー

ー

ー

一

ー

一

得
て
f
引
き
続
き
休
業
す
る
こ
と
は
あ

り
喝
ま
す
。

あ
り
、
年
を
単
位
と
し
な
い
期
間
休
業

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

5
海
外
の
大
学
院
の
レ
ヘ
ル
が
我
が
国
の
大
学
院
と
同
レ
ベ
ル
か
ど
う
か
一

I
'
4ど
の
よ
う
に
判
断
す
れ
ば
よ
：

□1
1ー1ー1
'

.

1

]

我
が
国
の
大
学
院
等
と
比
較
し
業
時
数
、
年
限
等
料
同
等
か
ど
う
か
で

A
て
入
学
年
次
、
教
授
内
容
、
授
判
断
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ど
の
く
ら
い
の
期
間
休
業
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
，
＇

年
を
単
位
と
し
な
い
期
間
（
例
え
ば
一
年
六
か
月
）
休
業
す
る
こ
と
は

可
能
で
し
ょ
う
か
。

休
業
の
期
間
均
年
を
単
位
と

Aす
る
三
年
を
超
え
な
い
欺
間
、

す
な
わ
ち
、
一
年
f
二
年
又
は
一
一
一
年
で

Q6 

一

竺

汀

1

[

[

O
を
費
）
し
て
し
る

nし
許
可
さ
れ
乃
t
場
合
，
J
J
あ
る
の
一

休
業
許
可
の
申
請
者
虹
殺
到
す
意
識
や
修
学
意
欲
の
程
度
等
を
適
切
に

さ
へ
る
な
ど
、
教
職
員
定
数
の
管
理
勘
案
し
、
許
可
し
な
い
場
合
も
あ
り
得

に
支
障
が
生
ず
る
場
合
、
本
人
の
鰐
題
ま
す
。

～
 -

8

 
3
休
業
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
は
可
能
て
し
ょ
う
か
。

休
業
期
間
の
延
長
は
で
き
ま
せ

へ
ん
。
定
だ
し
、
喜
度
休
業
許
可

の
申
請
を
し
て
、
任
命
権
者
の
許
可
を

全

rfi1'[
Oを
受

I
I
I
Iの
よ

つ

な

も

の

カ

ロ

日
本
育
英
会
等
の
奨
学
金
の
受

八

言

共

済

組

合

か

ら

の

貸

付

等
が
可
乾
で
す
。

ロ

ア

ル

ハ

9

4

卜
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
在
学
す
る
大
学
に
お
認
め
る
場
合
に
は
r

，
本
来
の
目
的
で
あ

へ
い
て
テ
，
ベ
ー
チ
ン
グ
シ
ア
シ
ス
る
六
学
院
修
学
に
支
障
の
な
い
範
囲
内

タ
ン
ト
(

T

A

)

と
し
て
大
学
に
お
け
で
f
報
酬
を
受
け
て
こ
れ
ら
の
業
務
に

る
敬
員
養
成
教
育
に
係
る
補
助
的
業
務
従
事
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

に
従
事
す
る
場
合
に
は
、
任
命
権
者
へ
か

11
休
業
期
間
中
に
お
け
る
共
済
組
合
員
資
格
は
と
う
な
る
の
て
し
ょ
う
か

0-

Q
ま
な
共
済
掛
金
は
支
払
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

：
汀
□`]
＝
写
(
]
/
]
t
i
f
]

□＞、ロ

□゜

合
員
と
し
て
の
恰
付
を
受
け
取
る
可
能

m

1

,
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］ 特別記事；歴史的集落。町並みの保存とまちづくり魯伝建制度発足25周年を迎えて

白）Ii村荻昭

重要伝統的建造物群保存地区

（昭和51年 9月選定）

環
境
文

と
し
て
の

可
並
み
の
嘩
全

こ
と
で
あ
る
。
）
法
文
に
似
「
周
囲
の
環
境
と
一
体
を
な
し
て

歴
史
的
風
致
を
形
成
し
て
い
る
伝
統
的
な
建
造
物
群
で
価
値

の
高
い
も
の
」
と
規
定
さ
れ
、
個
々
の
建
造
物
な
ど
「
点
L

と
し
て
の
文
化
財
か
ら
f
建
造
物
群
と
い
う
「
面
」
と
し
て

の
歴
史
的
環
境
へ
、
保
護
対
象
炉
広
犀
っ
た
こ
と
を
明
―
}
い
し

こ。f
 第
二
の
意
義
は
、
こ
れ
と
関
連
し
て
都
市
計
画
法
が
改
正

さ
，
雙
都
市
計
画
の
対
象
と
す
る
地
域
地
区
の
な
か
に
「
風

致
地
区
」
や
「
美
観
地
区
」
な
ど
と
並
ん
で
新
た
に
「
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
＂
か
登
場
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
文
化
財
保
護
行
政
と
都
市
計
画
行
政
が
協
力
し
て

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
方
針
が
示
さ
れ
た
。

第
三
の
特
質
は
、
そ
九
ま
で
国
宝
や
重
要
文
化
財
な
ど
の

文
化
財
は
、
国
が
そ
の
価
値
を
認
め
れ
ば
、
原
則
と
し
て
一

方
的
に
「
指
定
」
し
て
き
た
の
に
対
し
、
「
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
」
は
地
元
の
市
町
村
炉
保
存
条
例
を
制
定
し
た
地

域
の
な
か
か
ら
国
が
「
選
定
」
す
る
こ
と
に
し
た
こ
と
だ
。

条
例
の
制
定
を
先
行
さ
せ
r

そ
の
な
か
か
ら
国
が
法
律
に
よ

り
「
選
定
，
」
す
る
と
い
う
二
重
の
手
続
き
を
と
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
の
事
業
は
住
民
と
自
治
体
の
同
意
と
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
を
法
的
に
確
阿
し
た
の
で
あ
る
。

の
こ
と
は
歴
史
的
町
並
み
の
保
全
対
策
が
、
一
九
六

0
年
代
半
ぱ
か
ら
金
国
的
に
台
頭
し
て
き
た
公
害
対

こ
策
や
自
然
保
護
対
策
と
並
ん
で
現
代
の
環
境
問
題
の
重
要
な

一
環
を
な
す
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
l

ら
七

0
年
代
に

連
の
環
境
対
策
は
い
ず
れ
も
、

か
け
て
、
住
民
の
環
境
を
見
つ
め
る
目
が
鋭
く
な
る
と
と
も

に
活
発
に
立
っ
て
き
た
。
住
民
が
地
域
の
環
境
に
破
壊
の
兆

し
を
見
つ
け
る
と
、
ま
ず
身
近
な
自
治
体
に
対
策
を
求
め
る
。

自
治
体
は
そ
九
i
L
匹
応
え
て
条
例
を
つ
く
っ
て
対
策
に
乗
り
出

す
。
そ
う
し
た
条
例
が
全
国
各
地
に
ひ
ろ
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、

国
は
法
律
を
制
定
し
た
り
改
正
。
強
化
す
る
。

こ
の
よ
う
に
住
民
I
I
自
治
体
．
＇
国
の
順
序
で
伝
統
的
町
並

み
の
保
全
対
策
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
明

治
以
来
夏
ま
ず
国
が
法
律
を
制
定
し
て
、
そ
訊
を
実
施
す

る
た
め
に
地
方
公
共
団
体
に
条
例
を
つ
く
ら
せ
、
住
民
に
順

守
を
退
る
と
い
う
ト
ソ
プ
。
ダ
占
ン
の
行
政
方
式
を
転
換
さ

せ
、
地
方
分
権
・
自
治
権
確
立
へ
の
道
を
切
り
開
い
た
点
で

評
価
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

第
四
に
「
伝
建
制
度
」
の
制
定
に
あ
た
っ
て
国
際
的
な
影

誓
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
の
も
と
で
文
化
大
臣
を
つ

と
め
た
作
家
の
ア
ン
ド
レ
。
マ
ル
ロ
ー
の
提
唱
に
よ
っ
て
一

九
六
二
年
に
「
磨
史
的
街
区
保
存
法
」
が
制
定
さ
れ
f
。
ハ
リ

の
マ
レ
ー
地
区
な
ど
各
都
市
で
大
規
模
な
保
存
的
再
開
発
事

業
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
も
六
七
年
に
都
市
の

歴
史
地
区
の
保
全
を
め
ざ
す
「
シ
ビ
ッ
ク
。
ア
メ
ニ
テ
ィ
ズ

法
」
が
制
定
さ
れ
て
い
た
。
国
連
教
育
文
化
科
学
機
関
（
ユ

ネ
ス
コ
）

や
国
際
遣
跡
記
念
物
会
讃
（
イ
コ
モ
ス
）

国
際
組
織
も
宣
言
や
憲
章
を
採
択
し
て
歴
史
的
礫
境
の
保
存

や
文
化
観
光
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
た
。

こ
う
し
て
発
足
し
た
伝
建
制
度
だ
が
、
二
万
年
目
の
現
実

を
前
に
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
伝
建
地
区
の
選

定
個
所
が
初
め
の
予
想
を
こ
え
て
年
、
々
増
加
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
C

そ
の
背
景
に
は
地
域
の
歴
史
的
環
境
の
価
値
に
目

覚
め
た
住
民
た
ち
が
、
自
主
的
に
保
全
運
動
を
起
こ
し
て
い

る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
連
絡
・
協
力
組
織
で
あ
る
「
全
国
町
並

み
保
存
連
盟
」
が
毎
年
、
全
国
大
会
や
研
究
会
を
開
い
て
い

る
こ
と
f
そ
し
て
自
治
体
も
全
国
規
模
の
協
議
会
を
組
織
す

る
な
ど
多
彩
な
活
動
を
展
関
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
近
年
の
観
光
ブ
ー
ム
に
の
っ
て

画
一
化
と
俗
流
化
に
傾
斜
し
が
ち
な
地
区
が
散
見
さ

れ
る
の
は
惜
し
ま
れ
る
。
今
こ
そ
、
地
域
の
歴
史
的
特
性
を

重
視
し
、
中
国
の
古
典
「
易
経
」
の
「
国
ノ
光
ヲ
観
セ
ル
L

（
自
国
の
優
れ
た
文
物
。
風
光
を
示
し
て
客
を
も
て
な
す
）
を

語
源
と
す
る
真
の
意
味
で
の
「
観
光
」
の
拠
点
と
し
て
整
備

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

あ
わ
せ
て
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
近
伊
、
歴
史
的

街
区
保
存
の
法
律
と
既
成
の
都
市
計
画
法
を
合
体
さ
せ
、
都

市
計
画
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
歴
史
的
環
境
の
保
全

を
必
要
条
件
と
し
て
い
る
事
実
を
注
視
す
べ
き
で
あ
る
。
わ

が
国
で
も
、
文
化
財
保
襲
行
政
と
都
市
計
画
行
政
の
一
層
の

協
力
を
推
し
進
め
、
地
域
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
（
快
適
環
境
）
の

向
上
を
は
か
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
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特別記事凶歴史的集落。町並みの保存とまちづくり魯伝建制度発足25周年を迎えて

寺下の町並み（平成12年5月）

そ
し
て
、
再
度
知
恵
と
工
夫
を
し
、
地
域
の

文
化
を
残
し
な
が
ら
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
所

に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
努
力
し
、
自
分
た
ち
の

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
妻
籠
の
保
存
を
続
け
て

い
き
た
い
。

（
町
並
対
策
室
長

藤
原
宗
三
）
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し
ば
ら
く
戸
惑
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
両
氏
の
必
け
て
い
な
い
伝
統
的
建
造
物
も
あ
り
、
昭
和
四
則
、
建
物
小
規
模
修
理
補
助
金
交
付
要
綱
な
ど

死
の
熱
意
に
心
を
動
か
さ
れ
、
そ
の
後
、
妻
籠
三
年
に
修
理
し
た
建
物
が
、
三
二
年
の
歳
月
で
、
の
見
直
し
と
、
「
申
し
合
わ
せ
事
項
．
」
の
再
検
討

宿
の
保
存
運
動
が
組
織
的
に
開
始
さ
れ
た
の
で
再
修
理
が
必
要
な
建
物
も
出
て
き
た
。
が
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
妻
籠
を
愛
す
る
会

あ

る

。

保

存

地

区

内

の

様

々

な

問

題

は

保

存

条

例

の

紀

嘩

強

化

、

財

政

の

確

立

、

後

継

者

の

育

成

、

並
み
保
存
の
運
動
を
始
め
た
当
初
、
過
や
住
民
憲
章
に
基
づ
き
、
妻
籠
を
愛
す
る
会
の
広
報
活
動
の
活
発
化
、
若
者
に
対
す
る
対
話
と

"

r

度
の
観
光
地
化
や
俗
化
し
な
い
こ
と
を
中
の
統
制
委
員
会
で
協
議
し
、
解
決
を
図
っ
て
啓
発
、
宅
地
造
成
や
住
宅
の
整
備
計
画
等
が
必

目
的
に
、
住
民
に
よ
っ
て
「
申
合
わ
せ
事
項
’
]
き
た
。
し
か
し
、
近
年
は
住
民
も
世
代
交
替
し
要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
る
。

を
決
曼
保
存
の
穴
め
に
必
要
な
項
目
を
、
住
若
い
世
代
が
増
加
し
、
保
存
に
対
す
る
理
解
と

民
の
総
意
の
下
に
「
妻
龍
宿
を
守
る
住
民
憲
章
」
認
識
歪
少
し
ず
つ
希
落
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

と
し
て
制
定
し
、
現
在
ま
て
守
っ
て
き
た
。
ま
妻
籠
を
愛
す
る
会
の
役
員
も
高
齢
化
と
指
導
力

た
、
そ
の
憲
章
を
履
行
す
る
た
め
に
、
住
民
組
の
低
下
を
来
し
つ
つ
あ
る
。
少
子
化
と
相
ま
っ

織
で
あ
る
「
妻
籠
を
愛
す
る
会
」
を
結
成
し
た
。
て
住
民
の
転
出
に
よ
る
地
区
の
過
疎
化
炉
進
行

昭
和
四
三
年
に
は
妻
籠
宿
保
存
計
画
を
策
定
す
る
な
ど
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
つ
つ
あ
る
。

し
、
町
単
独
で
保
存
事
業
を
進
め
た
。
し
か
し
、
「
保
存
は
終
わ
り
の
な
い
事
業
」
で
あ
る
。
古

―
町
行
政
と
住
民
団
体
だ
け
で
は
町
詭
み
保
存
い
町
並
み
と
高
齢
者
だ
け
が
残
り
、
観
光
が
優

は
到
底
維
持
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
町
並
み
先
で
は
妻
籠
の
将
来
は
な
い
。
老
い
も
若
き
も

保
存
を
国
の
文
化
財
保
護
の
制
度
と
し
て
認
め
入
が
住
ん
で
こ
そ
保
存
で
あ
る
。
人
無
く
し
て

て
も
ら
う
た
め
、
関
係
者
が
多
大
な
努
力
を
重
の
保
存
な
ら
ば
凍
結
保
存
と
同
じ
で
あ
る
。
住

ね
、
実
現
へ
忍
嘩
動
を
続
け
て
き
た
C

そ
の
甲
ん
で
い
る
場
所
に
誇
り
を
持
ち
、
自
ら
文
化
財

斐
あ
っ
て
、
昭
和
五

0
年
の
保
護
法
改
正
時
に
で
あ
る
町
並
み
を
守
る
の
だ
と
い
う
意
職
が
な

は
伝
建
の
制
度
が
創
設
さ
れ
、
妻
籠
は
昭
和
五
け
れ
ば
、
町
並
み
も
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
保
存

こ
ろ

一
年
九
月
に
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
を
始
め
た
頃
の
人
は
、
住
ん
で
い
る
妻
籍
に
誇

地
区
に
選
定
さ
れ
た
。
現
在
、
妻
籠
宿
に
は
年
り
を
持
て
る
よ
う
努
力
し
て
き
た
が
、
現
在
で

間
八

0
万
人
余
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。
は
、
若
い
世
代
を
中
心
と
し
て
一
部
の
人
か
ら
、

町
で
は
、
毎
年
四
・
＼
五
件
程
度
の
修
理
修
景
制
約
が
あ
り
過
ぎ
て
住
み
づ
ら
い
と
い
う
不
満

詈
泰
防
災
詈
翠
を
行
い
、
伝
建
物
の
小
修
理
が
出
て
い
る
。

に
対
し
て
は
町
単
独
で
捕
助
を
行
っ
て
い
る
。
口
*
存
か
ら
四
半
世
紀
以
上
を
経
た
現
在
、

し
か
し
、
地
区
内
に
は
ま
だ
修
理
を
一
度
も
受
妻
寵
保
存
地
区
保
存
条
例
、
同
施
行
規

,
1
i
i
1
9
9
,
9
:
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,
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，
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中町の町並み（平成12年5月）平成7年3月竣工した本陣前の町並み

F成
―
二
年
は
、
町
が
単
独
事
業
と
し
て

ヽ
妻
籠
宿
の
保
存
事
業
を
始
め
て
以
来
、

ま
た
保
存
団
体
で
あ
る
「
妻
寵
を
愛
す
る
会
」

の
創
立
後
、
三
二
年
目
に
当
た
る
。
今
、
改
め

て
保
存
の
流
れ
を
思
い
返
す
と
き
｝
．
こ
れ
ま
で

の
苦
完
と
現
状
の
問
題
な
ど
が
想
起
さ
紅
て
、

複
雑
な
思
い
で
あ
る
。

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
．
昭
和
四
二
年
八
月
i

一
日
は
、
ま
さ
に
萎
籠
が
「
町
並
み
保
存
」
と

し
て
日
の
目
を
見
る
か
否
か
を
決
す
る
屋
史
的

な
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
、
妻
籠
宿
の
旧
脇
本

障
村
家
の
県
宝
指
定
の
た
め
．
文
化
財
建
造
物

の
権
威
で
長
野
県
文
化
財
調
査
委
員
で
も
あ
っ

皇
墨
界
大
学
工
学
部
の
太
田
博
太
郎
教
授
に
よ

る
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
。
詞
査
終
了
後
、
突

然
で
は
あ
っ
た
ぶ
、
町
並
芯
保
存
の
先
駆
者
で

あ
る
小
林
俊
彦
氏
と
片
山
克
喜
町
長
は
、
妻
籍

の
町
並
み
の
保
存
運
動
を
太
田
先
生
の
手
で
進

め
て
ほ
し
い
と
い
う
お
頴
い
を
し
た
。
先
生
は

事
例
紹
介

長
野
県
南
木
曾
町

長野県 木曾町妻籠宿の事例
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岡
山
県
阿
部
に
位
置
す
る
盗
蒻
青
は
瀬
戸

内
海
に
面
し
た
人
口
匡
一
二
万
人
の
市
で
あ
る
。

保
存
地
区
は
市
の
中
心
、
倉
敷
の
町
に
あ
り
、

商
家
町
と
し
て
昭
和
五
四
年
に
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
を
受
け
f
こ
の
二
月

で
ニ
―
年
翠
経
過
し
た
。
＇

倉
敷
の
町
の
名
は
物
資
の
集
散
地
で
あ
る
こ

の
場
所
に
年
貢
を
納
め
る
蔵
が
置
か
れ
た
こ
と

に
よ
る
。
保
存
地
区
の
あ
る
倉
敷
の
町
周
辺
は
、

天
正
―
二
年
(
-
五
八
四
）
に
宇
喜
多
秀
家
が

湾
の
潮
止
工
事
を
行
っ
て
新
田
を
開
発
し
、
寛

永
一
九
年
（
一
六
四
二
）
に
は
天
領
と
し
て
倉

敷
に
代
官
所
が
置
か
れ
た
。
商
人
た
ち
は
税
金

面
な
ど
で
優
遇
さ
れ
た
た
心
倉
敷
川
畔
に
は

大
規
模
な
塗
屋
造
の
町
家
や
土
蔵
が
建
て
ら
れ
、

町
並
み
が
形
成
さ
れ
て
繁
宋
し
た
。

現
在
の
町
並
み
保
存
に
直
接
つ
な
が
る
契
機

と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
四
三
年
に
市
の
主
導
で

伝
統
美
観
保
存
条
例
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
叫
こ
れ
は
国
が
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
の
制
度
を
創
殷
す
る
の
に
七
年
先
行
す
る
、

い
わ
ば
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
事
業
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
｛
唇
敷
の
町
並
み
保
存
へ
の
取
組
が
始

ま
っ
た
の
は
は
る
か
以
前
二
竪
則
ま
で
遡
る
。

大
原
家
を
中
心
と
す
る
先
覚
者
た
ち
髯
、
倉
敷

独
特
の
洗
鰊
さ
九
た
英
し
さ
は
あ
る
も
の
の
、

そ
の
時
点
で
は
必
ず
し
も
珍
し
く
な
か
っ
た
ば

ず
の
町
家
や
蔵
の
重
要
性
に
い
ち
早
＇
：
気
づ
き

こ
れ
ら
の
保
存
や
活
用
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は

特
筆
忙
値
す
る
。

そ
の
後
、
幸
運
に
も
戦
災
に
も
遭
わ
ず
、
先

覚
者
の
意
志
を
受
け
継
い
で
町
並
み
炉
保
存
さ

れ
て
い
き
、
現
在
で
は
年
閏
三
六

0
万
人
を
超

え
る
観
光
客
が
防
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
の
取
紺

喜
駅
南
に
拡
が
る
保
存
地
区
は
、
伝
建
地

区
を
中
心
に
三
地
区
が
指
定
さ
れ
、
六
つ
の
条

例
で
保
持
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

①
倉
敷
市
美
観
地
区
景
観
条
例
ー
平
成
ー
ニ

年
三
月
ニ
一
日
制
定
ー

・
建
築
基
準
法
六
八
条
に
褐
げ
る
都
市
計
画

法
に
定
め
る
美
観
地
区
と
し
r

具
体
的
な
高

さ
制
限
を
設
け
る
（
伝
建
地
区
、
高
さ
一

0

m
以
下
と
す
る
）

①
倉
敷
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存

条
例
ー
昭
和
五
三
年
九
月
二

0
日
制
定
ー

。
町
並
み
の
特
性
に
な
っ
て
い
る
本
瓦
葺
塗

屋
造
り
の
町
家
と
、
土
蔵
造
り
の
蔵
を
保
存

す
る
た
め
許
可
制
度
と
し
、
外
観
修
理
に
必

要
な
経
費
の
八
割
以
内
、
八

0
0万
円
を
限

度
と
し
て
補
助
す
る
。

①
倉
敷
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
匡
に
お

け
る
倉
敷
市
市
条
例
の
特
例
を
定
め
る
条
例

ー
昭
和
五
七
年
四
月
一
日
制
定
ー

。
固
定
資
産
税
r

都
市
計
画
税
を
家
屋
の
敷

地
二
階
床
面
積
の
一
。
二
倍
ま
で
）
に
対

し
て
二
分
の
一
の
額
を
減
免
す
る
。

①
畠
罰
畔
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内

に
お
け
る
建
築
基
準
法
の
制
限
の
緩
和
に
関

す
る
条
例
ー
詔
和
五
七
年
六
月

-=10日
制
定

道
路
円
建
築
の
制
限
の
緩
和
を
認
め
る
。

⑤
倉
敷
市
伝
統
美
観
保
存
条
例
ー
昭
和
四
＝
＝

年
九
月
三

0
日
制
定
ー1

ら
本
市
固
有
の
歴
史
的
な
伝
統
美
競
を
保
存

し
、
後
世
に
継
承
す
る
た
め
同
意
制
度
と
し
、

外
観
修
理
に
必
要
な
経
費
の
六
割
以
内
、
四

0
0万
円
を
限
度
と
し
て
補
助
す
る
。

①
倉
敷
市
倉
敷
川
畔
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
背
景
保
全
条
例
ー
平
成
二
年
六
月
ニ
ニ

日
制
定
ー

。
倉
敷
川
畔
、
ま
た
は
今
橋
及
び
中
橋
か
ら

見
え
る
背
景
を
守
る
た
め
に
、
J
高
さ
一
三

m

を
越
え
る
も
の
は
同
意
を
必
要
と
す
る
。

未
来
へ
の
課
題

行
政
主
導
の
町
並
み
保
存
は
、
ほ
ぼ
四
半
笹

紀
を
良
好
に
推
移
し
て
き
た
料
、
ー
今
新
し
い
時

代
の
訪
れ
と
と
も
に
変
化
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
た
と
え
ば
伝
統
的
建
造
物
で
い
か
に

快
適
な
生
活
を
送
れ
る
か
な
ど
f
観
光
資
源
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
文
化
財
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
現
代
昴
召
＝
羹
翠
付
け
を
追
求
し
、
社

会
資
源
と
し
て
と
ら
え
直
す
こ
と
で
あ
る
。
そ

う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
の
と
し
て
の
文
化
財

の
保
存
だ
け
で
な
・
，
＼
社
会
的
耐
用
年
数
を
延

長
す
る
こ
と
が
で
き
、
周
囲
の
市
街
地
の
高
度

利
用
と
も
共
栄
が
図
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
生
涯
学
留
部
文
化
財
保
謡
課
主
任
磯
嶋
一
行
）
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特別記事 歴史的集落。町並みの1呆存とまちづくり峨伝建制度発足25周年を迎えて

も
、
江
戸
時
代
の
大
規
模
な
武
家
屋
敷
を
復
元

す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

堀
内
地
区
の
望
ま
し
い
景
観
と
は
、
「
土
塀
越
し

に
瓦
葺
の
屋
根
が
見
え
る
」
と
い
う
あ
い
ま
い

な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
細
か
な
マ
ニ

ュ
ア
ル
的
な
も
の
は
存
在
せ
ず
、
屋
根
哀
外
髯

開
口
部
な
ビ
で
伝
統
的
な
素
姑
，
。
色
。
エ
法
を

規
定
す
る
の
み
で
あ
る
。
明
確
な
基
準
虹
示
し

に
く
い
た
め
に
、
必
ず
し
も
統
一
的
な
行
政
指

導
を
行
い
得
た
と
は
云
い
が
た
い
。
そ
の
一
方

で
、
個
々
の
事
例
ご
と
に
行
政
と
住
民
と
が
話

し
合
い
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
住
民
と
と
も

に
景
観
を
考
え
る
」
こ
と
炉
で
き
た
の
は
成
果

の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。

し
か
し
、
現
在
で
も
夏
み
か
ん
畑
を
造
威

し
て
住
宅
が
新
築
さ
れ
、
堀
内
地
区
の

象
徴
と
も
い
う
べ
き
[
•
土
塀
と
夏
み
か
ん
」
の

景
硯
維
持
は
限
界
に
達
し
つ
つ
あ
る
。
開
発
の

波
に
さ
ら
さ
れ
る
夏
み
か
ん
畑
を
す
べ
て
公
有

化
す
る
訳
に
も
ゆ
か
ず
、
所
有
者
の
理
解
に
頼

る
し
か
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

萩
は
、
堀
内
地
区
を
「
完
全
に
江
戸
時
代
の

白
盤
に
復
元
す
る
」
こ
と
も
、
「
崩
れ
か
け
た
土

塀
と
夏
み
か
ん
畑
に
固
定
す
る
」
こ
と
も
選
ば

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
二
五
年
の
整

備
。
規
制
の
歩
み
を
総
括
し
r

「
歴
史
を
活
か
す
」

良
い
方
向
性
を
見
極
め
、
：
万
俊
の
方
針
を
決
定

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
文
化
財
保
護
課
埋
蔵
文
化
財
係
長

柏
本
秋
生
）
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堀内地区、益田家物見矢倉~く 1999年 II 月）

市
は
、
山
口
県
の
北
東
部
に
位
障
す
る

i
一
人
口
約
四
万
七

0
0
0
-
<
の
都
市
で
あ

る
°
市
の
中
心
部
は
、
阿
武
川
の
河
口
に
発
達

し
た
三
角
州
に
位
置
し
、
慶
長
九
年
（
一
六

0

四
）
、
関
二
原
の
戦
い
に
敗
れ
た
毛
利
輝
元
炉
入

府
し
、
城
と
城
下
町
を
築
い
た
。
現
在
の
萩
市

の
街
路
景
親
は
、
こ
の
城
下
町
が
基
本
と
な
っ

て
い
る
。
堀
内
地
区
は
、
萩
城
三
の
克
に
あ
た

り
、
萩
藩
重
臣
の
居
住
区
で
あ
っ
た
。
道
沿
い

し
っ
く
い

に
は
王
と
し
て
白
漆
喰
塗
り
の
土
塀
が
つ
ら
な

り
、
夏
の
天
気
の
良
い
日
に
堀
内
に
入
る
と
．
日

壁
が
ま
ぶ
し
く
て
目
を
開
け
て
い
ら
れ
な
い
ほ

ど
だ
っ
た
と
伝
え
る
。

文
久
三
年
(
-
八
六
三
）
、
藩
庁
は
山
口
に
移
り
59

落
主
や
重
臣
も
萩
を
去
り
，
明
治
維
新
後
も
県

庁
は
山
口
に
置
か
れ
た
。
こ
れ
に
伴
只
屋
敷

地
内
に
建
っ
て
い
た
建
物
群
覧
解
体
さ
れ
て

山
口
に
運
ば
札
た
り
r

取
り
壊
さ
汎
た
り
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
に
は
土
塀
と
長
屋
、

ろ＇く、

長
屋
門
だ
け
炉
残
っ
戸
。
禄
を
失
っ
た
武
土
た

ち
は
、
こ
の
広
大
な
空
き
地
と
な
っ
た
堀
円
地

区
に
夏
み
か
ん
を
植
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
e

重
臣
の
居
住
区
か
ら
二
瞑
夏
み
か
ん
畑
と
し

て
の
堺
内
地
区
の
時
代
は
、
明
治
か
ら
昭
和
四

0
年
代
ま
で

‘
1
0
0年
近
く
続
い
た
。

の
よ
う
な
景
観
に
変
化
が
起
こ
っ
た
の

こ
は
、
昭
和
瓦

0
年
前
彼
で
あ
る
。
観
光

ブ
ー
、
合
か
起
こ
り
、
萩
へ
の
硯
光
客
数
が
年
閏

二―

0
万
人
を
数
え
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下

て
、
土
塀
や
夏
み
か
ん
畑
を
破
壊
し
て
、
観
光

客
の
た
め
の
施
設
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
ほ
ほ
同
時
期
に
宅
地
化
の
波
か
訪
訊
、

新
た
な
匠
宅
建
築
炉
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

萩
に
お
け
る
城
下
町
保
存
の
歴
史
は
古
く
、
—

ま
ず
は
萩
城
跡
や
志
土
の
旧
宅
な
ど
が
国
史
跡

に
指
定
さ
れ
、
局
地
的
な
保
存
が
は
か
ら
れ
た
°

つ
習
に
、
七
七
。
四
悼
と
い
う
広
大
な
堀
内
地

区
を
保
存
す
る
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
が
r

「
歴
史
的
景
観
の
保
存
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
昭
和
四
七
年
(
-
九
七
二
）
に
市
条
例
と

し
て
、
「
歴
史
的
景
観
保
存
条
例
」
が
制
定
さ
．

れ
、
堀
内
地
区
な
ど
六
地
区
が
指
定
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
文
化
財
保
嚢
法
の
改
正
に
伴
い
、
昭

和
五
一
年
二
九
七
六
）
に
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
萩
言
堀
内
地
区
•
平
安
古
地
区

が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

選
定
後
、
修
理
修
景
恵
祟
と
現
状
変
更
規
制

に
よ
っ
て
犀
史
的
景
観
の
整
備
が
進
行
し
た
。

一
三
棟
の
建
築
物
は
早
い
段
階
で
修
理
が
終
わ

り
f
以
後
は
エ
作
物
で
あ
る
土
塀
の
修
理
警
京

か
主
要
な
事
業
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
、

す
べ
て
の
土
塀
を
江
戸
時
代
の
日
漆
喰
土
塀
に

復
元
す
る
の
で
は
な
く
、
石
積
み
の
も
の
、
瓦

を
み
せ
た
も
の
に
復
元
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は

朋
治
以
後
の
堀
内
の
歴
史
景
観
を
象
徴
す
る
も

の
で
あ
る
。

堀
円
地
区
は
選
定
か
ら
す
で
に
二
五
年
近
く

が
経
遇
し
た
。
こ
の
間
に
処
理
さ
れ
た
住
宅
新

築
の
現
状
変
更
は
二
百

0
件
で
あ
る
。
つ
ま
り

約
二
五

0
世
帯
州
，
新
た
に
こ
の
地
区
に
移
り
住

ん
だ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
区
内
が

活
性
化
し
た
と
同
時
に
、
選
定
当
初
か
ら
比
べ

て
景
親
が
変
化
し
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
住
宅
新
築
の
湯
合
r

武
家
屋
敷
地
区こう

で
は
、
町
屋
の
よ
う
に
軒
の
高
さ
や
屋
根
の
勾

配
な
ど
の
統
一
基
準
に
よ
っ
て
建
物
の
形
式
を

統
一
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
難
し
い
。
と
い
っ
て

事
例
紹
介

山
県
萩
市
教
育
委
員
会

混内地図「鍵曲り（かいまがり）．1(])土塀と夏みかん。(i999年11月）

山口県萩市堀内地区の事例
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特別記事 l 歴史的集落•町並みの保存とまちづくり●伝建制度発足25周年を迎えて

図 重要伝統的建造物群保存地区 一覧 平成II年12月現在

1 函館市元町末広町（港町北海道） 34 成羽町吹屋（鉱山町岡山）

2 弘前市仲町（武家町青森） 35 竹原市竹原地区（製塩町広島）

3 角館町角館（武家町秋田） 36 豊町御手洗（港町広島）

4 下郷町大内宿（宿場町福島） 37 萩市堀内地区（武家町 山口）

5 川越市川越（商家町埼玉） 38 萩市平安古地区（武家町 山口）

6 佐原市佐原（商家町千葉） 39 柳井市古市金屋（商家町 山口）

7 小木町宿根木（港町新潟） 40 脇町南町（商家町徳島）

8 平村相倉（村落富山） 41 丸亀市塩飽本島町笠島（港町香川）

9 上平村菅沼（村落 富山） 42 内子町八日市護国（製蝋町愛媛）

10 上中町熊川宿（宿場町福井） 43 室戸市吉良川町（在郷町 高知）

II 早川町赤沢（講中宿福井） 44 甘木市秋月（城下町福岡）

12 東部町海野宿（宿場町長野） 45 吉井町筑後吉井（在郷町福岡）

13 南木曾町妻籠宿（宿場町長野） 46 有田町有田内山（製磁町佐賀）

14 楢川村奈良井（宿場町長野） 47 長崎市東山手（港町長崎）

15 高山市三町（商家町岐阜） 48 長崎市南山手（港町長崎）

16 美濃市美濃町（商家町岐阜） 49 日南市妖肥（武家町宮崎）

17 岩村町岩村本通り（商家町岐阜） 50 日向市美々津（港町宮崎）

18 白川村荻町（村落岐阜） 51 椎葉村十根川（村落宮崎）

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

23 
29 

30 

31 

32 

33 

l’I 

現
在
、
文
化
庁
の
選
定
す
る
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
（
重
伝
建
地
区
）
は
全
国
で
五

0
市
町

村
五
五
地
区
に
及
ぶ
。
近
年
で
は
、
歴
史
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
日
本
全
国
で
ご
く
当
た
り
前
の
よ

う
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
過

程
に
お
い
て
、
文
化
財
と
し
て
歴
史
的
集
落
や
町
並

み
を
保
存
し
よ
う
と
す
る
「
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
（
伝
建
地
区
）
」
の
制
度
は
、
常
に
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
。

戦
後
経
済
の
高
度
成
長
に
伴
う
国
内
の
急
速
な
都

市
化
は
、
自
然
破
壊
や
環
境
汚
染
、
公
害
な
ど
の
問

題
を
生
み
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
手
段
と
し
て
様
々
な

市
民
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
歴
史
的
環
境
の
破
壊
と

衰
退
に
対
し
て
は
「
保
存
」
を
手
法
と
し
た
運
動
が

起
こ
り
、
京
都
や
金
沢
、
妻
籠
な
ど
の
都
市
や
町
に

お
い
て
先
駆
的
な
町
並
み
保
存
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

＇
よ
食
ぎ
ぎ
遠
羨
い
息
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そ
の
結
果
、
昭
和
四
九
年
に
は
国
の
補
助
事
業
で
伝

建
地
区
の
保
存
対
策
調
査
が
開
始
さ
れ
、
同
五

0
年

に
は
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
よ
っ
て
伝
建
地
区
の

制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

重
伝
建
地
区
の
選
定
は
市
町
村
の
申
請
に
基
づ
い

て
国
が
行
う
が
、
地
区
の
範
囲
や
保
存
計
画
、
補
助

の
範
囲
や
現
状
の
変
更
の
許
可
な
ど
は
市
町
村
自
ら

が
決
定
し
、
主
体
性
を
も
っ
て
地
区
の
保
存
を
図
る

制
度
で
あ
る
。
国
は
必
要
な
指
導
と
経
済
的
支
援
を

市
町
村
へ
行
う
も
の
で
、
地
方
分
権
が
普
通
に
語
ら

れ
る
現
代
で
は
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
創
設
当

時
と
し
て
は
ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

同
五
一
年
に
は
文
化
財
保
護
審
議
会
第
二
専
門
調

査
会
に
伝
建
部
会
が
設
置
さ
れ
、
南
木
曾
町
な
ど
の

七
地
区
が
第
一
回
の
重
伝
建
地
区
に
選
定
さ
れ
、
直

ち
に
補
助
事
業
が
開
始
（
保
存
修
理
、
防
災
施
設
、
買

I
 

i
 

I
 

I
 

こlこl
◆
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
建
造
物
課

伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
制
度

二
五
年
の
歴
史
に
つ
い
て

上
）
さ
れ
た
。
国
か
ら
の
補
助
額
は
必
ず
し
も
十
分

で
は
な
い
が
、
選
定
後
か
ら
毎
年
着
実
に
続
け
ら
れ

る
伝
建
の
事
業
は
、
年
月
を
経
る
と
共
に
地
区
の
歴

史
的
景
観
を
計
画
的
に
復
旧
整
備
し
、
防
災
施
設
の

強
化
を
図
る
な
ど
、
着
実
に
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
。

同
五
四
年
に
は
全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

協
議
会
が
発
足
し
、
年
一
回
、
全
国
の
伝
建
地
区
の

市
町
村
長
や
担
当
者
が
集
ま
り
、
各
地
区
の
問
題
を

協
議
し
、
情
報
の
交
換
が
で
き
る
場
が
作
ら
れ
た
。

同
六
三
年
に
は
行
政
担
当
者
の
資
質
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、
第
一
回
の
伝
統
的
建
造
物
群
保
護
行
政
研

修
会
が
実
施
さ
れ
た
。
平
成
元
年
に
は
伝
統
的
建
造

物
の
固
定
資
産
税
の
非
課
税
措
置
が
始
ま
り
、
翌
年

に
は
芸
術
文
化
振
興
基
金
に
よ
る
歴
史
的
集
落
•
町

並
み
保
存
活
用
活
動
に
対
す
る
助
成
が
始
ま
る
な
ど
、

伝
建
制
度
を
支
援
す
る
体
制
が
着
実
に
整
備
、
強
化

さ
れ
て
き
た
。

伝
建
制
度
二
五
年
の
歴
史
は
、
歴
史
的
集
落
•
町

並
み
の
保
存
に
始
ま
り
、
現
在
で
は
、
個
性
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
手
法
と
し
て
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
近

年
で
は
、
伝
建
地
区
を
対
象
と
し
た
他
省
庁
の
支
援

措
置
が
増
加
し
、
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
も

多
様
な
展
開
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
は
、

さ
ら
に
市
町
村
自
ら
が
確
固
た
る
哲
学
を
も
っ
て
事

業
を
計
画
的
に
進
め
、
保
存
体
制
を
充
実
す
る
と
と

も
に
、
行
政
と
地
区
住
民
が
一
体
と
な
り
、
誇
り
を

も
っ
て
地
区
の
保
存
を
進
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
主
任
文
化
財
調
査
官
江
面
嗣
人
）
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第蒻90号

幼
少
の
頃
か
ら
和
装
の
故
実
に
通
じ
て
い
た
上
村
松

図
（
一
八
七
五
ー
一
九
四
九
）
は
、
画
家
と
し
て
も
早

く
か
ら
頭
角
を
現
し
て
い
る
。
一

0
代
で
京
都
府
画
学

狡
鈴
木
松
年
塾
に
学
ぴ
、
明
治
一
言
年
に
第
三
回
円

国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
し
た
「
四
季
美
入
図
」
か
一
等

褒
状
を
受
賞
。
時
に
松
園
一
六
歳
で
あ
る
。

松
園
は
生
涯
一
貫
し
て
英
人
画
を
描
き
つ
づ
け
た
C
-

そ
の
作
風
は
、
伝
統
的
な
日
本
画
技
法
に
基
づ
い
て
、
従

来
風
俗
画
の
一
ジ
ャ
／
，
ル
で
あ
っ
た
美
入
画
を
、
品
格
の

あ
る
芸
術
作
品
に
ま
で
高
め
た
も
の
で
、
昭
和
二
三
年

に
は
女
性
と
し
て
初
め
て
文
化
勲
章
を
受
章
し
て
い
る
。

「
序
の
舞
」
は
文
部
省
招
待
展
に
出
品
さ
れ
、
完
成

度
・
格
調
と
も
に
優
れ
て
世
評
嵩
く
、
政
府
買
い
上
げ

と
な
っ
た
作
品
。
淡
い
買
土
地
を
背
景
に
、
茜
色
の
大
振

袖
を
着
た
現
代
の
令
嬢
が
謡
曲
を
締
う
姿
を
描
い
て
い

る
。
そ
こ
に
は
同
時
代
の
風
俗
を
も
っ
て
古
格
を
有
す

る
清
澄
な
作
品
を
描
く
松
園
作
品
の
特
質
が
典
型
的4 

に
表
れ
て
い
る
。
作
者
自
身
が
「
優
美
な
う
ち
に
も
毅

ぜ
ん然
と
し
て
犯
し
が
た
い
女
性
の
気
品
を
か
い
た
」
と
自
負

し
て
い
る
よ
う
に
、
松
図
芸
術
を
代
表
す
る
作
と
い
っ
て

、。
ょ
し

編

岩三
末

コし
i
-
l
I

口

行
讐
二
郎
）
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